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本事例紹介の概要

� 社内社内社内社内フレームワークフレームワークフレームワークフレームワークをををを利用利用利用利用したしたしたしたオフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発（（（（ Java Java Java Java によるによるによるによるカスタムカスタムカスタムカスタム・・・・アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション開発開発開発開発））））をををを

例例例例にににに、、、、どのようにどのようにどのようにどのように UML UML UML UML やややや UML UML UML UML 支援支援支援支援ツールツールツールツールをををを活用活用活用活用したかしたかしたかしたかをををを具体的具体的具体的具体的にににに紹介紹介紹介紹介するするするする。。。。

本事例本事例本事例本事例におけるにおけるにおけるにおける開発開発開発開発ではではではでは UML UML UML UML をををを主主主主にににに次次次次のようにのようにのようにのように活用活用活用活用しているしているしているしている。。。。

� UML UML UML UML がががが有効有効有効有効であるであるであるである場面場面場面場面においてにおいてにおいてにおいてはははは、、、、UML UML UML UML ツールツールツールツールやややや社内資産社内資産社内資産社内資産もももも活用活用活用活用しししし、、、、

オフショアオフショアオフショアオフショア先先先先にににに仕様仕様仕様仕様やややや範囲範囲範囲範囲をををを伝伝伝伝えたえたえたえた

� UML UML UML UML ででででカバーカバーカバーカバーできないできないできないできない部分部分部分部分ににににおいておいておいておいてはははは事前定義事前定義事前定義事前定義したしたしたした補足資料補足資料補足資料補足資料をををを作成作成作成作成しししし、、、、

それらをそれらをそれらをそれらをオフショアオフショアオフショアオフショア先先先先とととと共有共有共有共有したしたしたした

� オフショアオフショアオフショアオフショア先先先先にににに開発依頼開発依頼開発依頼開発依頼するするするする際際際際のののの進捗管理進捗管理進捗管理進捗管理やややや Q&A Q&A Q&A Q&A 管理等管理等管理等管理等のののの管理作業管理作業管理作業管理作業

はははは、、、、事前事前事前事前にににに洗洗洗洗いいいい出出出出しししし、、、、ツールツールツールツールをををを用用用用いていていていて情報共有情報共有情報共有情報共有できるようできるようできるようできるよう対策対策対策対策したしたしたした
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本事例紹介の構成

1.1.1.1. 事例事例事例事例としてとしてとしてとして取取取取りあげるりあげるりあげるりあげる開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの概要概要概要概要

2.2.2.2. プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトにおけるにおけるにおけるにおける UML UML UML UML 利用方法利用方法利用方法利用方法

3.3.3.3. オフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発としてのとしてのとしてのとしての協業協業協業協業

4.4.4.4. IBM IBM IBM IBM 製品製品製品製品（（（（RationalRationalRationalRational））））やややや社内社内社内社内アセットアセットアセットアセットによるによるによるによる開発開発開発開発

5.5.5.5. 併用併用併用併用したしたしたした IBM IBM IBM IBM 社内社内社内社内アセットアセットアセットアセット

6.6.6.6. 具体的具体的具体的具体的なななな UMLUMLUMLUML 活用工程活用工程活用工程活用工程 －－－－ なぜなぜなぜなぜ UMLUMLUMLUML をををを用用用用いたかいたかいたかいたか

7.7.7.7. UMLUMLUMLUML 活用活用活用活用 －－－－ 日中日中日中日中それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの技術者技術者技術者技術者とととと作業分担作業分担作業分担作業分担

8.8.8.8. UMLUMLUMLUML 活用活用活用活用 －－－－ 成功箇所成功箇所成功箇所成功箇所、、、、工夫箇所工夫箇所工夫箇所工夫箇所

9.9.9.9. UMLUMLUMLUML 活用活用活用活用 －－－－ 利用利用利用利用ダイアグラムダイアグラムダイアグラムダイアグラムとととと補完作成資料補完作成資料補完作成資料補完作成資料

10.10.10.10. UMLUMLUMLUML 活用活用活用活用 －－－－ 開発開発開発開発ツールツールツールツール

11.11.11.11. UMLUMLUMLUML 利用利用利用利用のののの効果効果効果効果とととと課題課題課題課題 まとめまとめまとめまとめ

IBM, Rationalは米国及びその他の国におけるInternational Business Machines Corp.の商標です。他の製品名等は、それぞれIBMの商標である場合があります。
Javaは Sun Microsystems, Inc.の米国及びその他の国における商標です。
UML, モデル駆動開発はObject Management Group Inc.の商標又は登録商標です。
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事例として取りあげる開発プロジェクトの概要

� 製造業製造業製造業製造業のおのおのおのお客様客様客様客様におけるにおけるにおけるにおける販売系基幹販売系基幹販売系基幹販売系基幹システムシステムシステムシステム再構築再構築再構築再構築 －－－－ Java Java Java Java 言語言語言語言語によるによるによるによる

� 開発期間開発期間開発期間開発期間：：：： 2007200720072007年年年年7777月月月月 ～～～～ 2008200820082008年年年年12121212月月月月

� 日本側日本側日本側日本側にてにてにてにて要件定義要件定義要件定義要件定義～～～～詳細設計詳細設計詳細設計詳細設計とととと結合結合結合結合テストテストテストテスト以降以降以降以降をををを担当担当担当担当。。。。オフショアオフショアオフショアオフショアににににてててて製造工程製造工程製造工程製造工程（（（（単体単体単体単体テストテストテストテスト含含含含むむむむ））））をををを担当担当担当担当

� 実施実施実施実施にあたってのにあたってのにあたってのにあたっての当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト方針方針方針方針：：：：

– Rational Rational Rational Rational ツールツールツールツールやややや社内社内社内社内アセットアセットアセットアセット((((フレームワークフレームワークフレームワークフレームワークやややや成果物成果物成果物成果物))))利用利用利用利用をををを前提前提前提前提としたとしたとしたとしたモデルモデルモデルモデル・・・・ベースベースベースベース開発開発開発開発をををを実施実施実施実施。。。。

開発工数開発工数開発工数開発工数のののの削減削減削減削減とととと品質品質品質品質のののの向上向上向上向上をををを実現実現実現実現するするするする

– 製造工程製造工程製造工程製造工程のののの約約約約97%97%97%97%ををををオフショアオフショアオフショアオフショアにににに依頼依頼依頼依頼。。。。Rational Rational Rational Rational ツールツールツールツールをををを用用用用いたいたいたいた社内標準社内標準社内標準社内標準ののののプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト管理手法管理手法管理手法管理手法をををを適用適用適用適用してしてしてして、、、、

管理管理管理管理ややややコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションをををを効率効率効率効率よくよくよくよく実施実施実施実施するするするする

– 各作業各作業各作業各作業においてにおいてにおいてにおいて当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの成功成功成功成功だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、横展開可能横展開可能横展開可能横展開可能ななななナレッジナレッジナレッジナレッジのののの抽出抽出抽出抽出とととと蓄積蓄積蓄積蓄積にににに重点重点重点重点をををを置置置置きききき、、、、

成果成果成果成果物物物物のののの最適化最適化最適化最適化をををを実施実施実施実施するするするする

※オフショアではあるが、同じ IBM グループ内での開発依頼となるため、統一された IBM 社内ツールや

手法がそのまま利用可能であることに留意

� 開発規模開発規模開発規模開発規模：：：： 要件定義 基本設計(ｱｰｷﾃｸﾁｬ説明) レビューQ&A対応 詳細設計 製造(単体テスト含む） 結合テスト受入テスト30～50弊社お客様 70 70オフショア日本アイ・ビー・エム
単位：人/月 （人数は最大時）このこのこのこのタイミングタイミングタイミングタイミングでででで日本日本日本日本からからからからオフショアオフショアオフショアオフショアにににに引継引継引継引継ぎぎぎぎ↓↓↓↓
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プロジェクトにおけるUML利用方法

� 当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト実施実施実施実施にあたってにあたってにあたってにあたって UMLUMLUMLUML をををを使用使用使用使用したがしたがしたがしたが、、、、「「「「オフショアオフショアオフショアオフショア開発向開発向開発向開発向けけけけ UML UML UML UML 適用適用適用適用ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン」」」」そのものそのものそのものそのものはははは参照参照参照参照

ししししていないていないていないていない

� 当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトにににに UML UML UML UML 技術者技術者技術者技術者やややや UML UML UML UML をををを前提前提前提前提ととととするするするする開発開発開発開発ツールツールツールツール ( Rational ) ( Rational ) ( Rational ) ( Rational ) 経験者経験者経験者経験者らがらがらがらが多多多多くくくく参画参画参画参画ししししていていていていたためたためたためたため、、、、ガガガガ

イドイドイドイドにににに頼頼頼頼らずらずらずらず UML UML UML UML をををを用用用用いていていていて開発可能開発可能開発可能開発可能なななな素地素地素地素地がががが揃揃揃揃っていたっていたっていたっていた。。。。オフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発のためにのためにのためにのために UML UML UML UML をををを採用採用採用採用したわけではなしたわけではなしたわけではなしたわけではな

いいいい

� 使用使用使用使用したしたしたした図図図図ととととタイミングタイミングタイミングタイミング((((要件定義要件定義要件定義要件定義～～～～結合結合結合結合テストテストテストテスト））））

日本アイ・

ビー・エム

・お客様の要求の定義・システム(アプリケーション)　のアーキテクチャ、構造と　振る舞いの定義
(ロバストネス図)

目的目的目的目的ユースケース図 作成者作成者作成者作成者 UMLを前提に開発ツール(Rational)を使用したことで、定義・設計の生産性が向上した。図名図名図名図名 効果効果効果効果クラス図
シーケンス図

要件定義要件定義要件定義要件定義////基本設計基本設計基本設計基本設計日本アイ・ビー・エム
効果効果効果効果日本アイ・ビー・エム図名図名図名図名 ・アプリケーションの設計　仕様を正確に伝えるため。 作成者作成者作成者作成者目的目的目的目的シーケンス図

オフショア

詳細設計詳細設計詳細設計詳細設計・・・・製造製造製造製造・・・・結合結合結合結合テストテストテストテストシーケンス図に加え、メソッド記述書も定義して作成することで、,メソッドでの処理内容が正確に伝わった。シーケンス図
クラス図クラス図日本アイ・

ビー・エム
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オフショア開発としての協業 － 中国

� IBM IBM IBM IBM 中国中国中国中国グローバルグローバルグローバルグローバル・・・・デリバリデリバリデリバリデリバリ・・・・センターセンターセンターセンターのののの拠点拠点拠点拠点のひとつのひとつのひとつのひとつ、、、、大連大連大連大連センターセンターセンターセンターがががが製造工程製造工程製造工程製造工程をををを担当担当担当担当

� UML UML UML UML スキルスキルスキルスキルについてについてについてについてははははプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト参画参画参画参画のののの必要要件必要要件必要要件必要要件ととととせせせせずずずず、、、、教育教育教育教育などなどなどなどはははは実施実施実施実施していないもののしていないもののしていないもののしていないものの、、、、参画参画参画参画メンバーメンバーメンバーメンバーのののの

多多多多くくくくはははは UML UML UML UML スキルスキルスキルスキルをををを既既既既にににに保有保有保有保有。。。。 当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト実施上実施上実施上実施上、、、、特特特特にににに UML UML UML UML でのでのでのでの仕様仕様仕様仕様をををを読読読読んでんでんでんで理解理解理解理解することにすることにすることにすることに支障支障支障支障なしなしなしなし
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IBM製品（Rational）や社内アセットによる開発 － プログラム開発面

� IBMIBMIBMIBM グループグループグループグループ共通共通共通共通ののののツールツールツールツール＆＆＆＆アセットアセットアセットアセットによるによるによるによる効率的効率的効率的効率的なななな協業協業協業協業：：：：

IBM IBM IBM IBM オフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発でででではははは、、、、世界各国世界各国世界各国世界各国のののの拠点拠点拠点拠点においてにおいてにおいてにおいて、、、、IBM IBM IBM IBM グループグループグループグループ共通共通共通共通のののの開発開発開発開発ツールツールツールツール＆＆＆＆アセットアセットアセットアセットをををを活用活用活用活用することすることすることすること

によりによりによりにより、、、、効率的効率的効率的効率的なななな協業協業協業協業をををを実現実現実現実現しししし、、、、高品質高品質高品質高品質なななな優優優優れたれたれたれた製造工程製造工程製造工程製造工程サービスサービスサービスサービスをををを確保確保確保確保

ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・ニーズニーズニーズニーズのののの分析分析分析分析 機能機能機能機能およびおよびおよびおよびシステムシステムシステムシステム・・・・テストテストテストテスト 展開展開展開展開コーディングコーディングコーディングコーディングアーキテクトアーキテクトモデルモデルモデルモデル・・・・アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ分析者 アーキテクト 開発者 テスト担当者 運用管理者

世界中世界中世界中世界中にににに展開展開展開展開されているされているされているされている IBM IBM IBM IBM ののののグローバルグローバルグローバルグローバル・・・・デリバリーデリバリーデリバリーデリバリー・・・・センターセンターセンターセンターはははは、、、、IBM IBM IBM IBM グループグループグループグループとしてとしてとしてとして、、、、共通共通共通共通のののの

ツールツールツールツール・・・・アセットアセットアセットアセット・・・・方法論方法論方法論方法論・・・・用語用語用語用語・・・・インフラインフラインフラインフラをををを整備整備整備整備。。。。このためこのためこのためこのため、、、、各国各国各国各国ののののグローバルグローバルグローバルグローバル・・・・デリバリーデリバリーデリバリーデリバリー・・・・センターセンターセンターセンターのののの

メンバーメンバーメンバーメンバーがどのようにがどのようにがどのようにがどのようにチームチームチームチームをををを組組組組んでもんでもんでもんでも、、、、開発手法開発手法開発手法開発手法、、、、ツールツールツールツール、、、、用語用語用語用語などがなどがなどがなどが統一統一統一統一されているためされているためされているためされているため、、、、円滑円滑円滑円滑にににに

効率的効率的効率的効率的なななな協業協業協業協業がががが可能可能可能可能。。。。

これによりこれによりこれによりこれにより、、、、グローバルグローバルグローバルグローバル・・・・レベルレベルレベルレベルでででで最適化最適化最適化最適化されたされたされたされたひとつのひとつのひとつのひとつのチームチームチームチームとしてとしてとしてとして、、、、IBM IBM IBM IBM のののの優優優優れたれたれたれたサービスサービスサービスサービス提供提供提供提供がががが

オフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発でもでもでもでも可能可能可能可能になっているになっているになっているになっている。。。。

IBMIBMIBMIBMののののオフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発

Japan
India

Japan
India China China

Japan
China
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併用したIBM社内アセット

� オフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発チームチームチームチームとととと協業協業協業協業するするするする前前前前にににに、、、、社内社内社内社内経験経験経験経験からからからから既既既既にににに明明明明らかにらかにらかにらかに問題問題問題問題となっているとことなっているとことなっているとことなっているところろろろをををを整整整整理理理理。。。。それらにそれらにそれらにそれらに対対対対してしてしてして

どどどどのよのよのよのよううううなななな施施施施策策策策ををををとれとれとれとればばばばよいかよいかよいかよいか検討検討検討検討したしたしたした上上上上でででで、、、、オフショアオフショアオフショアオフショア協業開協業開協業開協業開始始始始前前前前にににに対応対応対応対応をををを行行行行ったったったった

� プログラムプログラムプログラムプログラム開発開発開発開発面面面面

UML UML UML UML をををを使使使使ってってってって設計設計設計設計、、、、コーデコーデコーデコーディィィィングングングングをするをするをするをする上上上上ではではではでは共通開発共通開発共通開発共通開発ツールツールツールツールとしてとしてとしてとして Rational Rational Rational Rational SSSSooooffffttttwwwwaaaarererere    ArchArchArchArchititititecececect t t t をををを利用利用利用利用

� 既既既既存存存存 IIIIPPPP    アセットアセットアセットアセットはははは日本側日本側日本側日本側でででで開発開発開発開発さささされたれたれたれたプログラムプログラムプログラムプログラム部部部部品品品品などがなどがなどがなどが主主主主

� UML UML UML UML によるによるによるによるメタメタメタメタ・・・・モデルモデルモデルモデルなどはなどはなどはなどはプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト（（（（おおおお客様要件客様要件客様要件客様要件））））によりによりによりにより異異異異なりなりなりなり、、、、再利用再利用再利用再利用度度度度はははは低低低低いいいい

� プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト管理管理管理管理面面面面

日中間日中間日中間日中間あるいはあるいはあるいはあるいは開発開発開発開発チームチームチームチーム・・・・メンバーメンバーメンバーメンバー間間間間でででで情報情報情報情報をやりとりするをやりとりするをやりとりするをやりとりする、、、、共有共有共有共有するするするする上上上上でのひとつのでのひとつのでのひとつのでのひとつの活用活用活用活用例例例例

� オフショアオフショアオフショアオフショア・・・・チームチームチームチームとのとのとのとの変更変更変更変更管理管理管理管理、、、、進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況管理管理管理管理

↓↓↓↓

Rational Rational Rational Rational CCCClllleeeeaaaarQuesrQuesrQuesrQuestttt （（（（カカカカスタスタスタスタママママイイイイズズズズによりによりによりにより進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況管理管理管理管理機機機機能能能能をををを付与付与付与付与））））

55550000名名名名といといといというううう体体体体制制制制下下下下、、、、各開発各開発各開発各開発チームチームチームチーム・・・・リーリーリーリーダダダダがががが自自自自チームチームチームチームのののの進捗進捗進捗進捗をををを報告報告報告報告するのではなくするのではなくするのではなくするのではなく、、、、コーデコーデコーデコーディィィィングングングングをををを担当担当担当担当するするするする

メンバーメンバーメンバーメンバーそれそれそれそれぞぞぞぞれがれがれがれが自身自身自身自身のののの進捗進捗進捗進捗をををを入力入力入力入力しししし、、、、日本日本日本日本側側側側にににに報告報告報告報告するするするする仕仕仕仕組組組組みみみみ（（（（ウウウウェェェェブブブブ上上上上でででで自自自自らららら進捗進捗進捗進捗をををを入力入力入力入力してしてしてして更新更新更新更新

できるできるできるできる仕仕仕仕組組組組みみみみ））））をををを進捗進捗進捗進捗管理方法管理方法管理方法管理方法としてとしてとしてとして確確確確立立立立

↓↓↓↓

社内社内社内社内アセットアセットアセットアセット化化化化しししし、、、、アセットアセットアセットアセット登録登録登録登録ライライライライブブブブラリラリラリラリにににに登録登録登録登録

これをこれをこれをこれを用用用用いたいたいたいた同同同同様様様様のののの手法手法手法手法がががが他他他他のののの後続後続後続後続プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトででででもももも利用利用利用利用可能可能可能可能にににに。。。。中国中国中国中国だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、インドインドインドインドとととと協業協業協業協業するするするする際際際際にもにもにもにも適適適適

用可能用可能用可能用可能

Source: If applicable, describe source origin
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具体的なUML活用工程 － なぜUMLを用いたか

� UML UML UML UML のののの利用工程利用工程利用工程利用工程

� 要件定義要件定義要件定義要件定義、、、、基本設計基本設計基本設計基本設計、、、、詳細設計詳細設計詳細設計詳細設計のののの各工程各工程各工程各工程

�ユユユユースケースースケースースケースースケース図図図図、、、、ユユユユースケースースケースースケースースケース記述記述記述記述、、、、シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図をををを中中中中心心心心にににに利用利用利用利用。。。。 UML UML UML UML にににに限限限限らずらずらずらず日本語日本語日本語日本語でででで記載記載記載記載

� UML UML UML UML 利用利用利用利用のののの成果成果成果成果（（（（メリットメリットメリットメリット））））

� 「「「「統一統一統一統一さささされたれたれたれた手法手法手法手法・・・・モデリングモデリングモデリングモデリングによるによるによるによる情報情報情報情報共有共有共有共有」」」」

標準化標準化標準化標準化さささされているためれているためれているためれているため、、、、ユユユユースケースースケースースケースースケース図図図図ややややシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図のののの読読読読みみみみ方方方方からからからから説明説明説明説明するするするする必要必要必要必要がながながながないいいい

� UML UML UML UML 導入導入導入導入によるによるによるによるデメリットデメリットデメリットデメリット

� おおおお客様客様客様客様とととと

– おおおお客様客様客様客様側側側側にににに UML UML UML UML によるによるによるによる説明説明説明説明をををを理解理解理解理解できるできるできるできるスキルスキルスキルスキルがががが求求求求められてしめられてしめられてしめられてしまうまうまうまう。。。。当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトではではではでは、、、、そのためそのためそのためそのため、、、、

別途別途別途別途業業業業務務務務フローフローフローフロー図図図図などのなどのなどのなどの資料資料資料資料をををを作成作成作成作成してしてしてして補完補完補完補完したしたしたした

� オフショアオフショアオフショアオフショア・・・・チームチームチームチームとととと

� 詳細設計工程詳細設計工程詳細設計工程詳細設計工程においてにおいてにおいてにおいて、、、、シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図だけでだけでだけでだけで設計仕様設計仕様設計仕様設計仕様をををを詳細詳細詳細詳細・・・・正正正正確確確確ににににすすすすべべべべてをてをてをてを伝伝伝伝ええええることることることることはははは困難困難困難困難。。。。ままままたたたた、、、、

当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトではではではではオフショアオフショアオフショアオフショア・・・・メンバーメンバーメンバーメンバーをををを日本日本日本日本にににに呼呼呼呼んでんでんでんで口頭口頭口頭口頭でででで説明説明説明説明するするするする機会機会機会機会をををを全全全全くくくく持持持持たなかったたなかったたなかったたなかった。。。。

そこでそこでそこでそこで、、、、オフショアオフショアオフショアオフショア・・・・メンバーメンバーメンバーメンバーにににに詳細詳細詳細詳細・・・・正正正正確確確確にににに仕様仕様仕様仕様をををを伝伝伝伝ええええるるるるべべべべくくくく、、、、UML UML UML UML 以以以以外外外外にににに、、、、メメメメソソソソッドッドッドッド記述書記述書記述書記述書（（（（メメメメソソソソッドッドッドッド毎毎毎毎のののの

処処処処理理理理機機機機能能能能記述書記述書記述書記述書））））をををを別途別途別途別途作成作成作成作成してしてしてして対応対応対応対応したしたしたした

� UML UML UML UML 採用採用採用採用のののの理理理理由由由由

� 当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの特特特特徴徴徴徴としてとしてとしてとしてオオオオブブブブジェクトジェクトジェクトジェクト指指指指向向向向／／／／モデルモデルモデルモデル駆動駆動駆動駆動によるによるによるによる開発開発開発開発がががが主主主主体体体体

→→→→ それそれそれそれららららをををを実現実現実現実現できできできでき、、、、Java Java Java Java でのでのでのでの開発開発開発開発ともともともとも親和性親和性親和性親和性のののの高高高高いいいい UML UML UML UML をををを採用採用採用採用

� 標準標準標準標準としてとしてとしてとしてオフショアオフショアオフショアオフショア・・・・チームチームチームチームににににももももスキルスキルスキルスキルをををを持持持持つつつつ技術者技術者技術者技術者がががが多多多多くくくく、、、、インターインターインターインターネネネネットットットットやややや一般書籍一般書籍一般書籍一般書籍などでもなどでもなどでもなどでも情報情報情報情報がががが

得得得得られてられてられてられて調調調調べべべべやすいやすいやすいやすい

� IBM Rational IBM Rational IBM Rational IBM Rational ツールツールツールツールをををを利用利用利用利用してのしてのしてのしての UML UML UML UML 作成作成作成作成がががが可能可能可能可能でありでありでありであり、、、、実実実実績績績績からからからから事例事例事例事例としてとしてとしてとして展開展開展開展開するするするする面面面面でもでもでもでも貢献貢献貢献貢献可能可能可能可能
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UML活用 － 日中それぞれの技術者と作業分担

要件定義 基本設計 詳細設計

管理

(ｽｹｼﾞｭｰﾙ

・品質)

製造(単体テスト含む） 結合テスト受入テスト

● ● ● ● ● ●

● ●

日本アイ・ビー・エムお客様

オフショア

� 日本側日本側日本側日本側体体体体制制制制 （（（（最大最大最大最大時時時時 70 70 70 70 名名名名のののの作業作業作業作業分分分分担担担担）：）：）：）：

� アーキテクトアーキテクトアーキテクトアーキテクト・・・・チームチームチームチーム

UML UML UML UML 利用利用利用利用経験経験経験経験やややや実開発経験実開発経験実開発経験実開発経験ででででスキルスキルスキルスキル・・・・レベルレベルレベルレベルのののの高高高高いいいい十十十十数数数数名名名名がががが、、、、アーキテクチアーキテクチアーキテクチアーキテクチャャャャ策策策策定定定定とととと、、、、作成作成作成作成するするするする成果物成果物成果物成果物のののの

粒度粒度粒度粒度やややや作成方法作成方法作成方法作成方法をををを決決決決定定定定。。。。それにそれにそれにそれに基基基基づづづづきききき、、、、標準化標準化標準化標準化チームチームチームチームががががアプリアプリアプリアプリ・・・・チームチームチームチームにににに対対対対してしてしてしてガイドガイドガイドガイドをををを作成作成作成作成。。。。

当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトではではではでは、、、、RationalRationalRationalRational ツールツールツールツールのののの使使使使いいいい方方方方（（（（プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト独自独自独自独自ののののツールツールツールツールのののの使使使使いいいい方方方方があることからがあることからがあることからがあることから））））にににに関関関関してしてしてして、、、、

アーキテクトアーキテクトアーキテクトアーキテクト・・・・チームチームチームチームからからからから一度一度一度一度だけだけだけだけオフショアオフショアオフショアオフショアのののの現地現地現地現地ににににてててて勉強会勉強会勉強会勉強会をををを開開開開催催催催

� アプリアプリアプリアプリ・・・・チームチームチームチーム

ガイドガイドガイドガイドにににに基基基基づづづづきききき実実実実際際際際にににに設計設計設計設計するするするするメンバーメンバーメンバーメンバーでありでありでありであり、、、、 オフショアオフショアオフショアオフショア・・・・チームチームチームチームとのとのとのとの Q&AQ&AQ&AQ&A    にににに関関関関してはしてはしてはしては、、、、実実実実際際際際にににに設計設計設計設計書書書書をををを

書書書書いているいているいているいているアプリアプリアプリアプリ・・・・チームチームチームチームがががが対応対応対応対応

� オフショアオフショアオフショアオフショア

� 製造工程製造工程製造工程製造工程はははは、、、、仕様仕様仕様仕様としてとしてとしてとして日本側日本側日本側日本側からからからから伝伝伝伝ええええられたられたられたられた通通通通りにりにりにりにコーデコーデコーデコーディィィィングングングング

� 単体単体単体単体テストテストテストテストままままではではではではオフショアオフショアオフショアオフショア側側側側でででで、、、、コーデコーデコーデコーディィィィングングングング不良不良不良不良のののの点点点点検検検検とととと修正修正修正修正しししし、、、、日本側日本側日本側日本側にににに渡渡渡渡すすすす前前前前にににに不良不良不良不良箇所箇所箇所箇所はははは解解解解決決決決

していることをしていることをしていることをしていることを前提前提前提前提

� ツールツールツールツールででででテストテストテストテスト実施実施実施実施カカカカバレッジバレッジバレッジバレッジをををを測測測測定定定定するよするよするよするよううううにしてにしてにしてにしておりおりおりおり、、、、単体単体単体単体テストテストテストテストははははオフショアオフショアオフショアオフショアででででテストテストテストテスト項目項目項目項目をををを消消消消化化化化ししししてててて

いれいれいれいればばばば、、、、再再再再度度度度のののの検収検収検収検収をををを日本側日本側日本側日本側でででで行行行行うううう必要必要必要必要はなかったはなかったはなかったはなかった

� 作業作業作業作業分分分分担担担担
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UML活用 － 成功箇所、工夫箇所

� 成功箇所成功箇所成功箇所成功箇所

� 業界業界業界業界でででで標準化標準化標準化標準化されたされたされたされた表記法表記法表記法表記法のためのためのためのため、、、、各設計書各設計書各設計書各設計書のののの標準化作業標準化作業標準化作業標準化作業をををを軽減軽減軽減軽減できたできたできたできた。。。。オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト指向指向指向指向

言語言語言語言語ととととツールツールツールツールののののサポートサポートサポートサポートによりによりによりにより、、、、モデルモデルモデルモデルからからからからコードコードコードコードをををを生成生成生成生成してしてしてして実装実装実装実装のののの基盤基盤基盤基盤とすることができとすることができとすることができとすることができ、、、、

開発生産性開発生産性開発生産性開発生産性のののの向上向上向上向上につなげるこにつなげるこにつなげるこにつなげることができとができとができとができたたたた。。。。

� 工夫箇所工夫箇所工夫箇所工夫箇所

� クラスクラスクラスクラス図図図図ややややシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図のののの作成方法作成方法作成方法作成方法やややや作成基準作成基準作成基準作成基準などはなどはなどはなどは事前事前事前事前にににに定義定義定義定義しししし、、、、各設計担当者各設計担当者各設計担当者各設計担当者のののの間間間間でででで

記述上記述上記述上記述上のののの差異差異差異差異、、、、設計上設計上設計上設計上のののの差異差異差異差異がががが生生生生じないようにしたじないようにしたじないようにしたじないようにした。。。。 またまたまたまた、、、、そのそのそのその他他他他のののの資料資料資料資料（（（（メソッドメソッドメソッドメソッド毎毎毎毎のののの詳細詳細詳細詳細

なななな処理機能記述書処理機能記述書処理機能記述書処理機能記述書などなどなどなど））））もももも適宜補完適宜補完適宜補完適宜補完してしてしてして、、、、オフショアオフショアオフショアオフショアにににに実装実装実装実装をををを依頼依頼依頼依頼するするするする上上上上でででで、、、、よりよりよりより仕様仕様仕様仕様をををを明確明確明確明確にににに

するようにしたするようにしたするようにしたするようにした。。。。

� 今後今後今後今後のののの基本方針基本方針基本方針基本方針

� 引引引引きききき続続続続きききき UML UML UML UML をををを積極的積極的積極的積極的にににに使用使用使用使用したいしたいしたいしたい。。。。

– 業界標準業界標準業界標準業界標準であることからであることからであることからであることからオフショアオフショアオフショアオフショア・・・・チームチームチームチームににににももももスキルスキルスキルスキルをををを保有保有保有保有しているしているしているしている要員要員要員要員がががが多多多多いいいい。。。。またまたまたまた、、、、

スキルスキルスキルスキルがががが不足不足不足不足しているしているしているしている場合場合場合場合でもでもでもでも情報源情報源情報源情報源はははは多多多多くくくく、、、、スキルスキルスキルスキル向上向上向上向上がががが容易容易容易容易にににに可能可能可能可能なななな環境環境環境環境にあるにあるにあるにある。。。。

– 統一統一統一統一されたされたされたされたモデリングモデリングモデリングモデリング表記表記表記表記のためのためのためのため、、、、日本語日本語日本語日本語・・・・英語英語英語英語といったといったといったといった言語差言語差言語差言語差によりによりによりにより仕様理解仕様理解仕様理解仕様理解がががが大大大大きくきくきくきく

左右左右左右左右されることがされることがされることがされることが少少少少ないないないない（（（（言語差言語差言語差言語差によるによるによるによる影響影響影響影響をををを抑抑抑抑えることができるえることができるえることができるえることができる）。）。）。）。

– IBM IBM IBM IBM 開発開発開発開発ツールツールツールツールののののサポートサポートサポートサポートによりによりによりにより、、、、モデルモデルモデルモデルからからからからコードコードコードコードをををを生成生成生成生成してしてしてして実装実装実装実装のののの基盤基盤基盤基盤とすることがでとすることがでとすることがでとすることがで

きききき、、、、開発生産性開発生産性開発生産性開発生産性をををを向上向上向上向上できるできるできるできる。。。。



© Copyright IBM Japan, Ltd. 2012

日本アイビーエムにおける適用事例

12

 

UML活用 － 利用ダイアグラムと補完作成資料

� 要件定義工程要件定義工程要件定義工程要件定義工程

� UML UML UML UML としてはとしてはとしてはとしてはユースケースユースケースユースケースユースケース図図図図ととととシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図をををを中心中心中心中心にににに、、、、クラスクラスクラスクラス図図図図ととととロバストネスロバストネスロバストネスロバストネス図図図図もももも利用利用利用利用

� おおおお客様客様客様客様によるによるによるによるレビューレビューレビューレビューにににに用用用用いたいたいたいた主主主主要要要要資料資料資料資料としてはとしてはとしてはとしては

ユーケースユーケースユーケースユーケース図図図図ととととユースケースユースケースユースケースユースケース記述記述記述記述、、、、マイクロソフトマイクロソフトマイクロソフトマイクロソフト社社社社エクセルエクセルエクセルエクセルによるによるによるによる業務業務業務業務フローフローフローフロー図図図図

日本アイ・ビー・エム ・お客様の要求の定義・システム(アプリケーション)　のアーキテクチャ、構造と　振る舞いの定義(ロバストネス図)
目的目的目的目的ユースケース図 作成者作成者作成者作成者 UMLを前提に開発ツール(Rational)を使用したことで、定義・設計の生産性が向上した。 ①業務フローは、お客様がUMLに慣れていないこともあり、EXCELを用いてUMLと異なる記法で作成した。②クラス図・シーケンス図の作成方法や作成基準は事前に定義し、各設計書間で担当者に依存する記述レベル差異が生じないようにした。

図名図名図名図名 効果効果効果効果クラス図シーケンス図
工夫工夫工夫工夫したしたしたした点点点点要件定義要件定義要件定義要件定義////基本設計基本設計基本設計基本設計日本アイ・ビー・エム
工夫工夫工夫工夫したしたしたした点点点点効果効果効果効果日本アイ・ビー・エム図名図名図名図名 ・アプリケーションの設計　仕様を正確に伝えるため。 作成者作成者作成者作成者目的目的目的目的シーケンス図オフショア

詳細設計詳細設計詳細設計詳細設計・・・・製造製造製造製造・・・・結合結合結合結合テストテストテストテストシーケンス図に加え、メソッド記述書も定義して作成することで、,メソッドでの処理内容が正確に伝わった。シーケンス図
クラス図クラス図 ①シーケンス図だけでは仕様伝達が難しかったため、メソッド記述書(メソッド毎の処理機能記述書)を別途定義して作成した。メソッド記述書は、I/P/O記述形式の定型フォーマットを作成し、各メソッドの入力と出力、処理内容を明確にした。日本アイ・ビー・エム
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UML活用 － 利用ダイアグラムと補完作成資料

� 基本設計基本設計基本設計基本設計、、、、詳細設計詳細設計詳細設計詳細設計工程工程工程工程

� UML UML UML UML としてはとしてはとしてはとしてはシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図、、、、クラスクラスクラスクラス図図図図ととととロバストネスロバストネスロバストネスロバストネス図図図図

� UML UML UML UML 以外以外以外以外にににに作成作成作成作成したしたしたした主主主主要要要要資料資料資料資料としてとしてとしてとして

画面定義資料画面定義資料画面定義資料画面定義資料、、、、DBDBDBDB 定義定義定義定義(((( ERERERER 図図図図))))資料資料資料資料、、、、メソッドメソッドメソッドメソッド記述書記述書記述書記述書などなどなどなど

� メソッドメソッドメソッドメソッド記述書記述書記述書記述書はははは当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト独自独自独自独自でででで、、、、I/P/O ( Input/Process/Output I/P/O ( Input/Process/Output I/P/O ( Input/Process/Output I/P/O ( Input/Process/Output ）））） がががが明確明確明確明確になるになるになるになるようようようよう

定型定型定型定型フォーマットフォーマットフォーマットフォーマットをををを指定指定指定指定。。。。

�Rational Rational Rational Rational ツールツールツールツール上上上上にあるにあるにあるにあるモデルモデルモデルモデルのののの、、、、どのどのどのどのクラスクラスクラスクラスにににに対対対対するするするする処理処理処理処理のののの内容内容内容内容かかかかがががが正確正確正確正確にににに特定可能特定可能特定可能特定可能

�文文文文はははは短短短短くくくく、、、、主語主語主語主語やややや目的語目的語目的語目的語はははは明確明確明確明確にににに示示示示すすすすようようようようガイドガイドガイドガイド

�詳細詳細詳細詳細にににに標準化標準化標準化標準化しししし、、、、例例例例えばえばえばえば違違違違ううううメソッドメソッドメソッドメソッドをををを呼呼呼呼びびびび出出出出すすすす場合場合場合場合のののの書書書書きききき方方方方などのなどのなどのなどのレベルレベルレベルレベルまでまでまでまで定義定義定義定義してしてしてして

ガイドガイドガイドガイド

（例えば、“ここで共通コンポーネントを使う”という場合は、共通コンポーネント名を書き、処理の順番が

わかるように、呼び出す箇所についても明確に書くことをガイド）

� オフショアオフショアオフショアオフショア・・・・チームチームチームチーム作業工程作業工程作業工程作業工程

� シーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図ととととメソッドメソッドメソッドメソッド記述書記述書記述書記述書をををを中心中心中心中心にににに読読読読みみみみ、、、、仕様仕様仕様仕様をををを理解理解理解理解

� Rational Rational Rational Rational ツールツールツールツール上上上上、、、、メソッドメソッドメソッドメソッドのののの外外外外枠枠枠枠までまでまでまでツールツールツールツールによりによりによりにより自自自自動動動動的的的的にににに生成生成生成生成されされされされ定義定義定義定義されされされされるるるる。。。。これらこれらこれらこれら

メソッドメソッドメソッドメソッドにににに対対対対してしてしてして、、、、Rational Rational Rational Rational ツールツールツールツール環境上環境上環境上環境上ででででコーデコーデコーデコーディィィィングングングングをををを実実実実施施施施。。。。

（外枠に対して、その処理内容となる中身の業務ロジックを、メソッド記述書を見ながらコーディングする

というイメージの作業）
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UML活用 － 開発ツール

� 開発開発開発開発

IBM IBM IBM IBM グループグループグループグループ共通共通共通共通のののの開発開発開発開発環境環境環境環境

� Rational Software Architect

� テストテストテストテスト

担当者担当者担当者担当者によるによるによるによるプログラムプログラムプログラムプログラム動動動動作確作確作確作確認認認認はははは基本的基本的基本的基本的ににににツールツールツールツール

でででで実施実施実施実施するするするする方針方針方針方針 （（（（ツールツールツールツールでででで可能可能可能可能なななな範囲範囲範囲範囲内内内内））））

� Rational Functional Tester やややや社内社内社内社内アセットアセットアセットアセットとととと

してのしてのしてのしての点点点点検検検検ツールツールツールツール

� 管理管理管理管理

進捗進捗進捗進捗がががが具具具具体的体的体的体的にににに見見見見ええええるよるよるよるよううううにするにするにするにする、、、、コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

をとりをとりをとりをとり、、、、おおおお互互互互いのいのいのいの状況状況状況状況をををを把握把握把握把握できるよできるよできるよできるよううううにするにするにするにする

� 変更変更変更変更管理管理管理管理、、、、進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況管理管理管理管理にはにはにはには Rational ClearQuest

� Q&AQ&AQ&AQ&A    管理管理管理管理にはにはにはには Rational Portfolio Manager

� ツールツールツールツール適用適用適用適用にあたってにあたってにあたってにあたって

�他他他他社社社社メンバーメンバーメンバーメンバーもももも参画参画参画参画してしてしてしてママママルチルチルチルチ・・・・ベンベンベンベンダダダダーーーーでででで開発開発開発開発するするするするプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトとなるととなるととなるととなると、、、、ツールツールツールツールのののの使使使使いいいい方方方方などなどなどなど教育教育教育教育のののの工数工数工数工数

がががが生生生生じじじじるるるる

� 当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトよりよりよりより小小小小規模規模規模規模ななななプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトであれであれであれであればばばば、、、、ツールツールツールツールのののの使使使使いいいい方方方方をををを変変変変ええええることもることもることもることも検討検討検討検討するするするする

（（（（少少少少人人人人数数数数プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトではではではでは、、、、ツールツールツールツールをををを多多多多くくくく使使使使ううううことでことでことでことで、、、、ライセンスライセンスライセンスライセンス費費費費用用用用やややや教育工数教育工数教育工数教育工数のののの相対相対相対相対的的的的割割割割合合合合増加増加増加増加））））

• エンタープライズ・アーキテクチャの管理
• Rational System Architect 

• 要求管理及び要求定義
• Rational Requirements Composer, RequisitePro, 

DOORS 

• アーキテクチャの管理
• Rational Software Architect, Application Developer for 

WebSphere Software, Rhapsody, PurifyPlus, 

Business Developer 

• 変更とリリースの管理
• Rational Team Concert, Build Forge, Change, 

Synergy, ClearCase, ClearQuest, Software Analyzer 

• プロセスとポートフォリオの管理
• Rational Focal Point, Insight, Method Composer 

• 品質の管理
• Rational Quality Manager, Functional Tester, 

Performance Tester 

• ウェブ・サイト・セキュリティとコンプライアンスの確保
• Rational AppScan, AppScan Source Edition, Policy 

Tester 

現現現現在在在在のののの Rational Rational Rational Rational ツールツールツールツール群群群群
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UML利用の効果と課題 まとめ

� UML UML UML UML がががが有効有効有効有効であるであるであるである場面場面場面場面においてにおいてにおいてにおいてはははは UML UML UML UML ツールツールツールツールやややや社内社内社内社内資産資産資産資産もももも活用活用活用活用しししし、、、、オフショアオフショアオフショアオフショア先先先先にににに仕様仕様仕様仕様やややや範囲範囲範囲範囲をををを伝伝伝伝ええええたたたた

� UML UML UML UML ででででカカカカバーバーバーバーできないできないできないできない部分部分部分部分ににににおいておいておいておいてはははは事事事事前定義前定義前定義前定義したしたしたした補足資料補足資料補足資料補足資料をををを作成作成作成作成しししし、、、、それらをそれらをそれらをそれらをオフショアオフショアオフショアオフショア先先先先とととと共有共有共有共有したしたしたした

� オフショアオフショアオフショアオフショアにににに開発依頼開発依頼開発依頼開発依頼するするするする際際際際のののの進捗進捗進捗進捗管理管理管理管理やややや Q&AQ&AQ&AQ&A    管理管理管理管理等等等等のののの管理作業管理作業管理作業管理作業はははは事事事事前前前前にににに洗洗洗洗いいいい出出出出しししし、、、、ツールツールツールツールをををを用用用用いていていていて

情報情報情報情報共有共有共有共有できるよできるよできるよできるようううう対策対策対策対策したしたしたした

� オフショアオフショアオフショアオフショア開発開発開発開発にににに UML UML UML UML をををを導入導入導入導入するするするする際際際際、、、、必要必要必要必要をををを感感感感じじじじるるるるものものものもの：：：：

当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト事例事例事例事例からからからから、、、、UML UML UML UML モデリングモデリングモデリングモデリングだけではだけではだけではだけでは仕様仕様仕様仕様伝達伝達伝達伝達にににに不十分不十分不十分不十分といといといといええええるるるる。。。。 開発工程開発工程開発工程開発工程においてにおいてにおいてにおいて UML UML UML UML だけだけだけだけ

でででではははは不十分不十分不十分不十分なななな箇所箇所箇所箇所をををを補足補足補足補足するためするためするためするため、、、、いついついついつどどどどのよのよのよのよううううなななな資料資料資料資料をどのをどのをどのをどのレベルレベルレベルレベルでででで作作作作っていけっていけっていけっていけばばばばよよよよいかいかいかいか（（（（当当当当プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの

例例例例ではではではでは、、、、メメメメソソソソッドッドッドッドにににに関関関関するするするするメメメメソソソソッドッドッドッド仕様仕様仕様仕様書書書書をををを作成作成作成作成などなどなどなど））））ガイドガイドガイドガイドできるとできるとできるとできると、、、、よりよりよりより広広広広くくくく安心安心安心安心してしてしてして利用利用利用利用しやすくしやすくしやすくしやすくななななろうろうろうろう

UML UML UML UML 以以以以外外外外でのでのでのでの成功成功成功成功ののののポポポポイントイントイントイント：：：：

� 技術技術技術技術面面面面でででではははは、、、、日本側日本側日本側日本側でででで事事事事前前前前ににににアーキテクチアーキテクチアーキテクチアーキテクチャャャャをををを設計設計設計設計しししし、、、、ままままたたたた、、、、各各各各種種種種成果物成果物成果物成果物のののの標準化標準化標準化標準化をををを徹底徹底徹底徹底してしてしてして、、、、オフショアオフショアオフショアオフショアへへへへのののの

引渡引渡引渡引渡しししし前前前前にににに品質品質品質品質をををを高高高高めたことめたことめたことめたこと。。。。ままままたたたた、、、、Rational Rational Rational Rational ツールツールツールツールをををを使使使使うううう、、、、社内社内社内社内アセットアセットアセットアセットをををを使使使使ううううといったといったといったといった社内社内社内社内資産資産資産資産のののの活用活用活用活用をををを積積積積極極極極

的的的的にににに実施実施実施実施したことしたことしたことしたこと

� オフショアオフショアオフショアオフショアでのでのでのでの協業協業協業協業にはにはにはには管理管理管理管理面面面面ででででもももも様様様様々々々々なななな障障障障害害害害がががが生生生生じじじじるるるる。。。。（（（（例例例例えばえばえばえば、、、、進捗進捗進捗進捗状況状況状況状況がががが見見見見ええええないないないない、、、、Q&AQ&AQ&AQ&A    のののの内内内内容容容容がががが共有共有共有共有

さささされれれれずずずず、、、、いいいいろろろろいいいいろろろろなななな開発担当者開発担当者開発担当者開発担当者からからからから同同同同じじじじよよよよううううなななな質質質質問問問問をををを繰繰繰繰りりりり返返返返しししし投投投投げげげげられてられてられてられて、、、、日本側日本側日本側日本側にににに過剰過剰過剰過剰なななな工数工数工数工数負荷負荷負荷負荷がががが生生生生じじじじるるるる、、、、

などなどなどなど。）。）。）。） それらそれらそれらそれら懸念懸念懸念懸念点点点点をををを事事事事前前前前にににに洗洗洗洗いいいい出出出出してしてしてして対策対策対策対策をををを立立立立てててて、、、、適適適適切切切切なななな準準準準備備備備期間期間期間期間をををを経経経経てててて、、、、適適適適切切切切ななななツールツールツールツールをををを使使使使ってってってって対応対応対応対応

したしたしたしたことことことこと


